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法
人
の
不
法
行
為
と
犯
罪
行
為（
一
）
―
―
そ
の
背
後
に
実
在
し
て
い
る
事
業
体
を
直
視
す
る
必
要
性
―
―
鷹
巣
信
孝
一
は
じ
め
に
―
―
従
来
の「
企
業
責
任
」論
・「
法
人
処
罰
」論
に
は
何
が
欠
け
て
い
る
の
か
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
号
二
事
業
体
の
存
在
構
造
、
組
合
・
社
団
・
財
団
の
違
い
、
そ
し
て
法
人
の
機
能
三
組
合
の
不
法
行
為
と
社
団
の
不
法
行
為
四
組
合
の
犯
罪
行
為
と
社
団
の
犯
罪
行
為
五
む
す
び
一
は
じ
め
に
―
―
従
来
の「
企
業
責
任
」論
・「
法
人
処
罰
」論
に
は
何
が
欠
け
て
い
る
の
か
一
一
九
六
〇
年
代
に
我
が
国
の
高
度
経
済
成
長
が
進
展
す
る
の
に
伴
い
、
公
害
や
食
品
公
害
・
薬
品
公
害
な
ど
が
社
会
問
題
と
な
り
、
「
企
業
の
社
会
的
責
任
」が
声
高
く
叫
ば
れ
、
追
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
一
）。
そ
の
一
環
と
し
て
、
法
人（
企
業
）の
不
法
行
為
責
任
や
刑
事
責
任
が
問
わ
れ
、
法
人
の
理
事
な
ど
が
職
務
に
関
連
し
て
第
三
者
に
加
え
た
損
害
に
つ
き
法
人
の
責
任
を
定
め
た
民
法
旧
四
四
条
一
項（
現
・
一
般
法
人
法
七
八
条
・
一
九
七
条
）や
、
使
用
者
責
任
を
定
め
た
七
一
五
条
一
項
で
は
な
く
、
民
法
七
〇
九
条
に
基
づ
く
企
業
責
任
や
、
両
罰
規
定
に
よ
ら
な
い
法
人
処
罰
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
民
法
学
の
分
野
で
は
民
法
七
〇
九
条
に
基
づ
く
法
人
の
不
法
行
為
責
任
を
認
め
る
見
解
が
有
力
化
し
（
二
）、
下
級
審
判
決
が
登
場
す
る
に
至
り
（
三
）、
刑
101
法
学
の
分
野
で
は
法
人
の
犯
罪
能
力
を
否
定
す
る
説
よ
り
も
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
説
の
方
が
通
説
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
四
）。
し
か
し
、
民
法
七
〇
九
条
適
用
説
に
対
す
る
疑
問
や
批
判
も
登
場
し
て
い
る
し
（
五
）、
七
〇
九
条
に
よ
る
解
決
を
否
定
し
て
、
四
四
条
一
項
や
七
一
五
条
一
項
に
よ
り
解
決
す
る
下
級
審
判
決
も
下
さ
れ
て
い
る
（
六
）。
刑
法
学
の
分
野
で
は
、
か
つ
て
の
通
説
で
あ
っ
た
法
人
の
犯
罪
能
力
否
定
説
は
現
在
で
も
根
強
く
主
張
さ
れ
て
い
る
し
（
七
）、
犯
罪
能
力
肯
定
説
が
判
例
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
注（
一
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿「
法
律
学
か
ら
見
た『
企
業
の
社
会
的
責
任
』（
一
）―
義
務
と
責
任
の
区
別
・
連
関
性
」佐
賀
大
学
経
済
論
集
五
〇
巻
一
号（
二
〇
一
七
年
）一
五
三
頁
。
な
お
、
本
稿
は
右
の「
企
業
の
社
会
的
責
任
」論
の
続
編
で
あ
る
。
（
二
）
前
田
達
明「
法
人
の
不
法
行
為
責
任
」星
野
英
一
代
表
編
集
・
民
法
講
座
第
一
巻﹇
有
斐
閣
・
一
九
八
四
年
﹈二
三
二
頁
以
下
、
神
田
孝
夫
・
不
法
行
為
責
任
の
研
究
―
責
任
主
体
論
を
中
心
に﹇
一
粒
社
・
一
九
八
八
年
﹈六
三
頁
以
下
・
六
六
頁
注（
18
）・
六
七
頁
注（
20
）、
幾
代
通（
徳
本
伸
一
補
訂
）・
不
法
行
為
法﹇
有
斐
閣
・
一
九
九
三
年
﹈二
一
九
頁
以
下
・
二
二
一
頁
注（
5
）、
潮
見
佳
男
・
不
法
行
為
法﹇
信
山
社
・
一
九
九
九
年
﹈三
七
一
頁
、
前
田
太
朗「
法
人
の
不
法
行
為
責
任
論
に
関
す
る
一
考
察
―『
新
た
な
不
法
行
為
上
の
義
務
』の
確
立
を
目
指
し
て
―
」早
稲
田
法
学
会
誌
五
九
巻
一
号（
二
〇
〇
八
年
）四
九
一
頁
注
39
・
41
・
42
、
中
舎
寛
樹
・
民
法
総
則﹇
日
本
評
論
社
・
二
〇
一
〇
年
﹈四
四
四
頁
以
下
。
（
三
）
こ
れ
ら
の
下
級
審
判
決
に
つ
い
て
は
、
神
田
・
注（
二
）六
三
頁
、
幾
代（
徳
本
）・
注（
二
）二
二
一
頁
注（
6
）、
前
田（
太
）・
注（
二
）早
法
五
九
巻
一
号
四
九
〇
頁
注
38
、
加
藤
一
郎「
企
業
責
任
の
法
理
」ジ
ュ
リ
ス
ト
五
七
八
号（
一
九
七
五
年
）四
三
頁
以
下
、
後
藤
勇「
民
事
判
例
実
務
研
究
・
法
人
の
民
法
七
〇
九
条
に
よ
る
不
法
行
為
責
任
」判
例
タ
イ
ム
ズ
八
五
六
号（
一
九
九
四
年
）四
二
頁
以
下
、
滝
澤
孝
臣「
基
本
か
ら
考
え
る
25
・
法
人
の
不
法
行
為
能
力
」銀
行
法
務
21
七
二
四
号（
二
〇
一
〇
年
）四
七
頁
以
下
。
（
四
）
刑
法
学
説
の
情
況
に
つ
い
て
は
、
板
倉
宏
・
企
業
犯
罪
の
理
論
と
現
実﹇
有
斐
閣
・
一
九
七
五
年
﹈三
二
頁
注（
16
）、
垣
口
克
彦「
法
人
処
罰
の
問
題
性
―
法
人
処
罰
論
の
現
状
と
課
題
―
」阪
南
論
集
二
二
巻
三
号（
一
九
八
七
年
）九
頁
註
⑷
、
伊
東
研
祐「
法
人
の
刑
事
責
任
」芝
原
邦
爾
ほ
か
編
・
刑
法
理
論
の
現
代
的
展
開
・
総
論
Ⅱ﹇
日
本
評
論
社
・
一
九
九
〇
年
﹈一
一
〇
頁
以
下（
伊
東
・
組
織
体
刑
事
責
任
論﹇
成
文
堂
・
二
〇
一
二
年
﹈に
収
録
）、
佐
伯
仁
志
・
制
裁
論﹇
有
斐
閣
・
二
〇
〇
九
年
﹈一
三
六
頁
注
2
。
（
五
）
反
対
説
・
批
判
説
に
つ
い
て
は
、
神
田
・
注（
二
）六
七
頁
以
下
、
幾
代（
徳
本
）注（
二
）二
二
一
頁
注（
5
）、
潮
見
・
注（
二
）三
七
二
頁
以
下
、
前
田
（
太
）・
注（
二
）早
法
五
九
巻
一
号
四
九
一
頁
注
40
・
四
九
二
頁
注
44
、
森
島
昭
夫
・
不
法
行
為
法
講
義﹇
有
斐
閣
・
一
九
八
七
年
﹈三
一
頁
以
下（
但
し
、
七
〇
九
条
を
適
用
す
る
方
向
で
学
説
を
深
化
さ
せ
る
の
が
妥
当
と
さ
れ
る﹇
三
四
頁
﹈）、
石
田
穣
・
民
法
総
則﹇
信
山
社
・
二
〇
一
四
年
﹈三
一
〇
頁
以
下
。
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な
お
、
橋
本
佳
幸「『
法
人
自
体
の
不
法
行
為
』の
再
検
討
―
総
体
と
し
て
の
事
業
組
織
に
関
す
る
責
任
規
律
を
め
ぐ
っ
て
」論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
16
号（
二
〇
一
六
年
）五
七
頁
以
下
は
、
法
人
自
体
の
行
為
に
民
法
七
〇
九
条
を
適
用
す
る
の
で
は
な
く
、
法
人
に
お
け
る
組
織
過
失
を
捉
え
て
民
法
七
〇
九
条
を
適
用
す
る
構
成
が
成
り
立
ち
う
る
と
し
て
、
総
体
と
し
て
の
事
業
組
織
に
関
す
る
責
任
規
律
を
構
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
組
織
過
失
の
構
想
は
法
人
の
刑
事
責
任
に
関
し
て
も
主
張
さ
れ
て
い
る﹇
後
掲
注（
一
八
）。
な
お
、
第
四
章
八
節
参
照
﹈。
事
業
体
は
、
そ
れ
を
構
成
し
て
い
る
自
然
人
と
は
別
個
・
独
自
に
、
他
人
の
権
利
を
害
し
な
い
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
創
っ
た
上
で
事
業
活
動
を
す
る
べ
き
義
務
を
負
っ
て
い
る
、
自
然
人
と
は
別
個
・
独
自
の
法
主
体
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
義
務
を
尽
さ
ず
に
操
業
し
た
こ
と
は
事
業
体
の
過
失
で
も
あ
り
、
単
な
る
組
織
の
瑕
疵
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い（
第
三
章
一
二
節
・
一
三
節
参
照
）。
（
六
）
こ
れ
ら
の
下
級
審
判
決
に
つ
い
て
は
、
神
田
・
注（
二
）六
八
頁
以
下
、
幾
代（
徳
本
）・
注（
二
）二
二
一
頁
注（
6
）、
前
田（
太
）・
注（
二
）早
法
五
九
巻
一
号
四
八
四
頁
注
⑹
・
四
九
二
頁
注
45
、
後
藤
・
注（
三
）判
タ
八
五
六
号
四
三
頁
以
下
、
滝
澤
・
銀
行
法
務
21
七
二
四
号
四
九
頁
、
瀬
川
信
久「
法
人
の
不
法
行
為
」内
田
貴＝
大
村
敦
志
編
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
・
民
法
の
争
点（
二
〇
〇
七
年
）二
七
七
頁
。
な
お
、
後
掲
注（
八
）参
照
。
（
七
）
川
崎
友
巳「
法
人
処
罰
論
の
今
日
的
展
開
―『
企
業
の
刑
事
責
任
』再
論
―
」大
谷
實
先
生
傘
寿
記
念
論
文
集﹇
成
文
堂
・
二
〇
一
一
年
﹈三
六
九
頁
・
三
七
二
頁
注（
7
）。
二
民
法
旧
四
四
条
一
項
や
七
一
五
条
一
項
を
介
す
る
こ
と
な
く
、
民
法
七
〇
九
条
に
基
づ
い
て
法
人
の
不
法
行
為
責
任
を
直
截
的
に
認
め
よ
う
と
す
る
見
解
に
対
す
る
疑
問
・
批
判﹇
前
掲
注（
五
）参
照
﹈の
中
で
、
理
論
的
に
根
本
的
な
も
の
は
、
観
念
的
な
存
在
に
す
ぎ
な
い
法
人
や
企
業
に
、
そ
れ
自
身
の
意
思
や
行
為
、
そ
れ
自
身
の
故
意
・
過
失
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
（
八
）、
と
い
う
疑
問
・
批
判
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
根
源
的
な
疑
問
・
批
判
を
前
提
に
し
た
上
で
、
前
掲
注（
八
）の
下
級
審
判
決
は
次
の
よ
う
な
疑
問
・
批
判
を
加
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
①
法
人
の
代
表
機
関
の
行
為
や
従
業
員
の
行
為
を
媒
介
と
し
な
け
れ
ば
、
法
人
の
行
為
や
故
意
・
過
失
は
認
め
ら
れ
な
い
し
、
②
民
法
旧
四
四
条
一
項
や
七
一
五
条
一
項
に
よ
っ
て
法
人
の
責
任
を
問
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
か
ら
、
民
法
七
〇
九
条
を
法
人
に
直
截
的
に
適
用
す
る
必
要
は
な
い
し
、
民
法
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
い
、
と
い
う
批
判
で
あ
る
（
九
）。
そ
し
て
、
③
民
法
七
〇
九
条
適
用
説
を
採
れ
ば
民
法
四
四
条
一
項
や
七
一
五
条
と
七
〇
九
条
の
競
合
問
題
が
発
生
す
る
が
、
こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
解
決
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す
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
・
批
判
が
続
く
。
要
す
る
に
、
民
法
旧
四
四
条
一
項
や
七
一
五
条
を
適
切
に
運
用
す
れ
ば
、
七
〇
九
条
を
直
截
的
に
法
人
に
適
用
す
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
訳
で
あ
る
。
刑
法
学
の
分
野
に
お
い
て
も
、
か
つ
て
の
通
説
で
あ
り
、
今
日
で
も
判
例
や
有
力
説
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
る
、
法
人
の
犯
罪
能
力
否
定
説
は
、
①
行
為
は
自
然
人
の
自
由
意
思
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
自
由
意
思
を
有
し
な
い
法
人
に
つ
い
て
は
故
意
や
過
失
を
考
え
る
こ
と
は
出
来
ず
、
法
人
自
身
の
行
為
は
在
り
得
な
い
と
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
を
理
論
の
根
底
に
捉
え
た
上
で
、
②
犯
罪
に
対
す
る
制
裁
・
応
報
と
し
て
の
刑
罰
は
、
違
法
行
為
に
よ
る
法
益
侵
害
に
対
す
る
道
義
的
・
倫
理
的
な
非
難
で
あ
り
、
自
由
意
思
に
働
き
か
け
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
由
刑
が
刑
罰
の
主
要
な
形
態
で
あ
り
、
こ
の
刑
罰
は
自
然
人
に
し
か
科
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
③
自
由
意
思
を
有
し
な
い
法
人
に
対
し
て
は
財
産
刑
が
科
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
刑
罰
の
重
要
な
形
態
で
は
な
く
、
過
料
や
追
徴
金
・
課
徴
金
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
。
④
し
た
が
っ
て
、
法
人
に
対
し
て
は
行
政
罰
・
行
政
制
裁
を
課
し
、
刑
罰
は
犯
罪
行
為
を
行
っ
た
自
然
人
に
科
せ
ば
十
分
で
あ
る
、
な
ど
の
理
由
が
付
け
加
え
ら
れ
る
（
一
〇
）。
法
人
自
体
の
不
法
行
為
と
い
う
理
論
構
成
は
、
民
法
七
〇
九
条
の
不
法
行
為
を
法
人
自
体
の
行
為
に
拡
大
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
理
論
構
成
の
当
否
は
、「
法
人
自
体
の
行
為
」が
行
為
へ
の
結
果
帰
属
の
基
盤
と
し
て
、
自
然
人
の
行
為
と
同
じ
だ
け
の
内
実
を
備
え
て
い
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
（
一
〇
ａ
）こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
法
人
の
犯
罪
行
為
に
つ
い
て
も
、
同
じ
よ
う
に
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
注（
八
）
平
井
宜
雄
・
債
権
各
論
Ⅱ﹇
弘
文
堂
・
一
九
九
二
年
﹈二
九
頁
・
七
一
頁
・
二
二
七
頁
。
同
旨
、
東
京
地
判
・
昭
和
五
七
年
一
二
月
一
日
・
判
例
時
報
一
〇
四
四
号
二
三
九
頁
、
東
京
地
判
・
昭
和
五
八
年
五
月
九
日
・
判
例
タ
イ
ム
ズ
五
〇
三
号
八
七
頁
、
東
京
地
判
・
昭
和
六
二
年
五
月
一
八
日
・
判
時
一
二
三
一
号
七
九
頁
、
東
京
高
判
・
昭
和
六
三
年
六
月
一
五
日
・
判
時
一
二
七
一
号
四
一
八
頁
、
大
阪
地
判
・
平
成
一
一
年
三
月
二
〇
日
・
判
時
一
六
八
八
号
一
〇
八
頁
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
・
批
判
に
対
し
て
、
加
藤
博
士
は
、
前
掲
注（
三
）の
判
決
は「
企
業
を
擬
人
的
に
捉
え
た
と
い
う
よ
り
も
、
企
業
と
し
て
の
活
動
な
い
し
行
為
に
、
過
失
と
評
価
す
べ
き
義
務
違
反
が
含
ま
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
素
直
に
表
現
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
」と
佐賀大学経済論集 第50巻第3号
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反
論
さ
れ
る
で
あ
ろ
う﹇
注（
三
）ジ
ュ
リ
五
七
八
号
四
五
頁
﹈。
（
九
）
民
法
四
四
条
と
七
一
五
条
・
七
〇
九
条
の
関
係
に
関
す
る
判
例
に
つ
き
、
前
田（
達
）・
注（
二
）講
座
⑴
二
二
九
頁
以
下
。
（
一
〇
）
教
科
書
以
外
の
文
献
と
し
て
、
垣
口
・
注（
四
）阪
南
二
二
巻
三
号
二
頁
以
下
、
佐
伯
・
注（
四
）一
四
一
頁
以
下
、
八
木
胖
・
法
人
の
犯
罪
能
力
―
業
務
主
處
罰
規
定
を
中
心
と
し
て
―﹇
良
書
普
及
會
・
一
九
四
八
年
﹈八
八
頁
以
下
、
金
沢
文
雄「
法
人
の
刑
事
責
任
」別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
・
続
学
説
展
望（
一
九
六
五
年
）一
四
八
頁
以
下
、
中
森
喜
彦「
法
人
の
刑
事
責
任
」Law
School
51
号（
一
九
八
二
年
）三
四
頁
以
下
、
西
田
典
之「
団
体
と
刑
事
罰
」岩
波
講
座
・
基
本
法
学
2
・
団
体﹇
岩
波
書
店
・
一
九
八
三
年
﹈二
七
〇
頁
以
下
、
板
倉
宏「
法
人
の
犯
罪
能
力
と
法
人
処
罰
」藤
木
英
雄＝
板
倉
宏
編
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
・
刑
法
の
争
点
新
版（
一
九
八
七
年
）二
三
頁
以
下
、
川
崎
正
巳「
法
人
の
処
罰
」西
田
典
之＝
山
口
厚
編
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
・
刑
法
の
争
点
第
三
版
（
二
〇
〇
〇
年
）一
〇
頁
以
下
。
な
お
、
前
掲
注（
四
）参
照
。
（
一
〇
ａ
）
窪
田
充
見
編
・
新
注
釈
民
法（
15
）﹇
有
斐
閣
・
二
〇
一
七
年
﹈二
八
二
頁﹇
橋
本
佳
幸
﹈。
三
「
企
業
の
社
会
的
責
任
」が
厳
し
く
追
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
企
業
倫
理
」「
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ
シ
ッ
ク
ス
」と
い
う
概
念
が
社
会
に
定
着
し
、
個
別
の
企
業
の
み
な
ら
ず
経
済
団
体
で
さ
え
Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企
業
の
社
会
的
責
任
）を
果
た
す
宣
言
を
し
た
り
、
行
動
基
準
を
作
成
す
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
（
一
一
）。
そ
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
倫
理
と
い
う
規
範
を
対
象
と
す
る
学
問
が
ア
メ
リ
カ
で
生
れ
（
一
二
）、
わ
が
国
に
も
導
入
さ
れ
て
い
る
（
一
三
）。
こ
の
よ
う
な
情
況
の
下
で
は
、
法
人（
な
い
し
企
業
）は
道
義
的
・
倫
理
的
な
非
難
の
対
象
で
は
な
い
と
す
る
考
え
方
は
、
も
は
や
通
用
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
諸
外
国
に
お
い
て
法
人（
企
業
）に
対
す
る
刑
罰
と
し
て
罰
金
刑
の
ほ
か
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
裁
方
法
が
考
え
出
さ
れ
、
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
一
四
）。
し
た
が
っ
て
、
法
人（
企
業
）に
対
し
て
は
財
産
刑
し
か
科
し
え
な
い
と
す
る
考
え
方
も
妥
当
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
法
人
処
罰
に
関
し
て
は
、
刑
罰
を
犯
罪
に
対
す
る
制
裁
・
応
報
と
し
て
特
別
予
防
の
側
面
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
犯
罪
の
抑
止
・
一
般
予
防
と
い
う
側
面
か
ら
も
考
え
る
必
要
性
が
、
自
然
人
を
処
罰
す
る
場
合
よ
り
も
高
い
。
企
業
犯
罪
に
関
し
て
は
、
犯
罪
行
為
を
行
っ
た
自
然
人
を
処
罰
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
す
る
見
解
に
対
し
て
、
法
人
を
処
罰
す
る
こ
と
は
刑
罰
の
ス
テ
ィ
グ
マ（
烙
印
）が
企
業
体
に
押
さ
れ
る
効
果
が
あ
り
、
犯
罪
抑
止
力
を
も
つ
と
す
る
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
（
一
五
）。
企
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業
犯
罪
に
つ
き
、
違
法
行
為
を
行
っ
た
自
然
人
だ
け
を
処
罰
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
行
わ
せ
て
い
る
法
人
の
責
任
を
問
わ
な
け
れ
ば
、
特
別
予
防
の
効
果
も
一
般
予
防
の
効
果
も
期
待
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
検
討
を
し
て
来
る
と
、
法
人
の
犯
罪
能
力（
そ
し
て
、
不
法
行
為
能
力
）を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
か
否
か
と
い
う
問
題
は
、
法
人
に
固
有
の
意
思
や
行
為
が
あ
り
、
固
有
の
行
為
能
力
や
犯
罪
行
為
能
力（
そ
し
て
、
不
法
行
為
能
力
）が
あ
る
と
い
え
る
か
否
か
と
い
う
問
題
を
解
明
す
る
こ
と
に
行
き
着
く
。
な
お
、
法
人
の
犯
罪
能
力
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
刑
事
政
策
的
に
法
人
処
罰
が
必
要
で
あ
る
か
ど
う
か
、
必
要
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
理
論
構
成
で
認
め
る
の
か
、
と
い
う
点
が
問
題
な
の
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
（
一
六
）。
実
用
法
学
の
観
点
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
発
想
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
理
論
法
学
の
観
点
か
ら
は
、
法
人
の
犯
罪
能
力
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
根
本
問
題
で
あ
り
、
先
決
問
題
で
あ
る
。
そ
の
次
に
、
法
人
処
罰
が
問
題
に
な
る
。
注（
一
一
）
拙
稿
・
注（
一
）佐
賀
五
〇
巻
一
号
一
五
七
頁
。
（
一
二
）
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
倫
理
学
の
生
成
・
展
開
に
つ
い
て
考
察
し
た
論
稿
と
し
て
、
Ｒ
・
Ｔ
・
デ
ジ
ョ
ー
ジ（
宮
坂
純
一
訳
）「
ビ
ジ
ネ
ス
倫
理
学
の
現
在
、
過
去
そ
し
て
未
来
」奈
良
産
業
大
学
・
産
業
と
経
済
七
巻
二
号（
一
九
九
二
年
）六
九
頁
以
下
。
（
一
三
）
田
中
朋
弘＝
柘
植
尚
則
編
・
ビ
ジ
ネ
ス
倫
理
学
・
哲
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ﹇
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
・
二
〇
〇
四
年
﹈二
七
頁
以
下
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
文
献
の
ほ
か
に
、
宮
坂
純
一
・
企
業
は
倫
理
的
に
な
れ
る
の
か﹇
晃
洋
書
房
・
二
〇
〇
三
年
﹈、
梅
田
徹
・
企
業
倫
理
を
ど
う
問
う
か﹇
日
本
放
送
出
版
協
会
・
二
〇
〇
六
年
﹈。
因
に
、
佐
藤
暁「
企
業
と
道
徳
」応
用
倫
理
・
哲
学
論
集
第
三
号（
二
〇
〇
六
年
）五
八
頁
は
、
企
業
は
道
徳
的
存
在
で
あ
る
か
ら
、
道
徳
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
が
、
企
業
は
道
徳
的
人
格
で
は
な
い
か
ら
、
企
業
に
積
極
的
な
道
徳
的
行
為
を
要
求
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
企
業
は「
社
会
的
責
任
」の
消
極
的
側
面
し
か
果
た
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
法
律
学
か
ら
見
た『
企
業
の
社
会
的
責
任
』（
二
・
完
）―
義
務
と
責
任
の
区
別
・
連
関
性
―
」佐
賀
五
〇
巻
二
号（
二
〇
一
七
年
）七
四
頁
以
下
。
（
一
四
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
・
注（
一
）五
二
頁
以
下
、
川
崎
・
注（
七
）大
谷
傘
寿
三
九
五
頁
以
下
、
西
田
・
注（
一
〇
）基
本
法
学
2
二
八
一
頁
、
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原
田
明
夫「
法
人
と
刑
事
責
任（
そ
の
四
・
完
）―
法
人
に
対
す
る
刑
罰
の
あ
り
方
」判
例
タ
イ
ム
ズ
五
四
一
号（
一
九
八
五
年
）四
四
頁
以
下
、
松
原
久
利「
現
行
の
法
人
処
罰
の
在
り
方
と
そ
の
理
論
上
の
問
題
」同
志
社
法
学
二
一
六
号（
一
九
九
〇
年
）一
〇
九
頁
以
下
、
大
谷
實「
法
人
処
罰
の
在
り
方
（
二
・
完
）―
将
来
の
立
法
の
選
択
肢
―
」同
志
社
法
学
二
二
一
号（
一
九
九
一
年
）一
一
頁
以
下
、
芝
原
邦
爾
・
経
済
刑
法﹇
岩
波
書
店
・
二
〇
〇
〇
年
﹈一
九
〇
頁
以
下
、
川
本
哲
郎「
法
人
に
対
す
る
制
裁
」刑
法
雑
誌
四
一
巻
一
号（
二
〇
〇
一
年
）五
一
頁
以
下
、
今
井
猛
嘉「
法
人
処
罰
」法
学
教
室
二
六
〇
号（
二
〇
〇
二
年
）七
八
頁
、
高
山
佳
奈
子「
法
人
処
罰
」ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
二
八
号（
二
〇
〇
二
年
）七
六
頁
以
下
、
津
田
博
文「
企
業
の
処
罰
可
能
性（
3
・
完
）」一
橋
法
学
三
巻
三
号（
二
〇
〇
四
年
）二
六
六
頁
以
下
。
な
お
、
違
反
行
為
に
対
す
る
法
定
刑
に
対
応
し
て
、
法
人
に
対
す
る
罰
金
額
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
換
算
表
方
式
に
つ
き
、
飯
田
英
男「
法
人
処
罰
に
関
す
る
立
法
上
の
問
題
点
」ジ
ュ
リ
ス
ト
六
七
二
号（
一
九
七
八
年
）八
六
頁
お
よ
び
注（
7
）。
（
一
五
）
佐
伯
・
注（
四
）一
四
二
頁
、
樋
口
亮
介「
法
人
処
罰
と
刑
法
理
論
」刑
法
雑
誌
四
六
巻
二
号（
二
〇
〇
七
年
）一
九
頁
・
二
一
頁
、
同「
法
人
処
罰
と
刑
法
理
論（
六
・
完
）」法
学
協
会
雑
誌
一
二
五
巻
一
二
号（
二
〇
〇
八
年
）七
八
頁
以
下
。
な
お
、
樋
口
・
刑
雑
四
六
巻
二
号
一
九
頁
、
同
・
法
協
一
二
五
巻
一
二
号
七
四
頁
以
下
は
、
法
人
処
罰
は
①
抑
止
対
象
の
拡
張
機
能
と
、
②
抑
止
方
法
の
拡
張
機
能
を
も
つ
と
さ
れ
る
。
（
一
六
）
佐
伯
・
注（
四
）一
三
七
頁
。
四
民
法
七
〇
九
条
に
基
づ
き
、
法
人
の
不
法
行
為
責
任
を
直
截
的
に
問
う
方
法
に
し
ろ
、
両
罰
規
定
に
よ
る
こ
と
な
く
、
直
截
的
に
法
人
を
処
罰
す
る
方
法
に
し
ろ
、
公
害
な
ど
の
社
会
問
題
の
発
生
を
契
機
に
、
被
害
者
の
救
済
や
法
人
犯
罪
に
対
す
る
制
裁
と
抑
止
と
い
う
目
的
の
た
め
に
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
実
用
的
な
判
断
が
先
走
り
、
理
論
的
な
基
礎
づ
け
が
不
十
分
で
あ
る
（
一
七
）。
つ
ま
り
、
法
人
の
行
為
能
力
や
不
法
行
為
能
力
・
犯
罪
行
為
能
力
に
つ
い
て
、
理
論
的
な
検
証
を
十
分
に
行
う
こ
と
な
く
、
法
人
の
不
法
行
為
責
任
や
刑
事
責
任
を
認
め
る
方
向
に
傾
い
て
行
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
民
法
学
の
分
野
で
は
第
二
節
に
お
い
て
紹
介
し
た
よ
う
な
疑
問
や
批
判
が
出
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
そ
し
て
、
刑
法
学
の
分
野
で
も
、
企
業
組
織
体
と
し
て
の
過
失
に
基
づ
く
企
業
組
織
体
責
任
を
説
く
見
解
（
一
八
）や
、
企
業
が
犯
罪
防
止
に
実
効
性
の
あ
る
法人の不法行為と犯罪行為（一）
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コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
実
施
し
て
い
な
い
こ
と
を
企
業
シ
ス
テ
ム
過
失
と
位
置
づ
け
、
こ
れ
を
法
人
処
罰
の
根
拠
と
す
る
見
解
（
一
九
）に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
（
二
〇
）が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
批
判
の
焦
点
は
、
自
然
人
の
行
為
を
媒
介
に
し
な
い
で
法
人
の
犯
罪
行
為
が
成
立
す
る
の
か
と
い
う
点
と
、
自
然
人
の
犯
罪
行
為
に
つ
き
法
人
を
処
罰
す
る
の
は
刑
法
の
大
原
則
で
あ
る
責
任
主
義
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
に
収
斂
さ
れ
る
。
法
人
の
機
関
や
企
業
の
従
業
員
の
中
の
、
誰
が
違
法
行
為
を
し
た
の
か
を
特
定
す
る
必
要
が
な
い
と
こ
ろ
に
、
民
法
七
〇
九
条
を
法
人
に
直
截
的
に
適
用
し
て
法
人
に
不
法
行
為
責
任
を
認
め
た
り
、
企
業
過
失
を
根
拠
に
し
て
法
人
の
処
罰
を
認
め
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
前
に
、
先
ず
法
人
に
不
法
行
為
能
力
や
犯
罪
行
為
能
力
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
論
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
い
う
手
順
を
踏
む
こ
と
な
く
、
民
法
七
〇
九
条
に
基
づ
い
て
法
人
の
不
法
行
為
責
任
を
認
め
た
り
、
企
業
過
失
に
基
づ
く
法
人
処
罰
と
い
う
結
論
を
先
行
さ
せ
る
と
、
法
人
の
不
法
行
為
責
任
と
不
法
行
為
能
力
の
異
同（
区
別
・
連
関
性
）が
等
閉
に
付
さ
れ
て
、
不
法
行
為
責
任
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
不
法
行
為
能
力
が
あ
る
こ
と
が
同
一
視
さ
れ
る
虞
が
あ
る
（
二
一
）。
こ
の
こ
と
は
、
法
人
の
刑
事
責
任
と
犯
罪
行
為
能
力
の
関
係
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
人
犯
罪
・
企
業
犯
罪
を
抑
止
す
る
上
で
、「
個
人
抑
止
モ
デ
ル
」と「
組
織（
体
）抑
止
モ
デ
ル
」の
い
ず
れ
の
方
が
効
果
的
な
の
か
（
二
二
）、
と
い
う
刑
事
政
策
的
な
判
断
を
す
る
前
に
、
法
人
の
犯
罪
行
為
能
力
の
有
無
と
い
う
刑
法
理
論
上
の
問
題
を
、
掘
り
下
げ
て
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
因
に
、「
個
人
抑
止
モ
デ
ル
」と
は
法
人（
企
業
）を
構
成
し
て
い
る
個
人
の
違
法
な
業
務
活
動
を
抑
止
す
れ
ば
法
人
犯
罪
も
防
止
で
き
る
と
す
る
考
え
方
で
、
法
人
の
構
成
員
が
規
制
犯（
行
政
犯
）を
犯
し
た
場
合
に
、
そ
の
責
任
を
法
人
に
転
嫁
す
る
代
位
責
任
論
と
、
法
人
と
同
一
視
で
き
る
自
然
人
の
行
為
を
法
人
の
行
為
と
看
做
す
同
一
視
理
論
が
、
こ
の
モ
デ
ル
に
属
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
「
組
織（
体
）抑
止
モ
デ
ル
」は
、
法
人
処
罰
の
目
的
を
法
人（
な
い
し
企
業
組
織
体
）と
し
て
違
法
行
為
に
出
た
こ
と
、
あ
る
い
は
違
法
行
為
に
出
な
い
よ
う
に
防
止
し
な
か
っ
た
こ
と
を
非
難
し
、
将
来
、
再
び
、
こ
の
よ
う
な
行
動
を
し
な
い
よ
う
に
防
止
す
る
点
に
求
め
る
考
え
方
で
、
前
掲
注（
一
八
）の
板
倉
説
・
藤
木
説
や
、
注（
一
九
）の
川
崎
説
な
ど
が
、
こ
の
説
に
属
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
二
三
）。
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な
お
、
高
山
教
授
は
、「
個
人
モ
デ
ル
」は
伝
統
的
な
個
人
責
任
の
内
容
を
維
持
す
る
こ
と
の
方
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
の
に
対
し
て
、「
組
織
体
モ
デ
ル
」は
個
人
責
任
を
媒
介
と
し
な
い
組
織
体
自
体
の
責
任
と
い
う
新
し
い
刑
事
責
任
を
導
入
す
べ
き
だ
と
す
る
考
え
で
、
両
説
の
違
い
は
理
念
を
重
視
す
る
の
か
、
実
践
を
重
視
す
る
の
か
と
い
う
立
場
の
違
い
に
よ
る
と
さ
れ
る
（
二
四
）。
「
組
織
体
モ
デ
ル
」に
対
す
る
高
山
教
授
の
捉
え
方
に
は
私
見
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
教
授
が
指
摘
さ
れ
て
い
る「
個
人
モ
デ
ル
」と
の
違
い
は
扠
措
い
て
、
法
人
の
上
級
管
理
職
員
の
意
思
と
行
為
を
法
人
組
織
体
の
意
思
と
行
為
と
み
な
す
イ
ギ
リ
ス
の
同
一
視
理
論
に
し
ろ
、
従
業
員
の
意
思
や
行
為
も
法
人
組
織
体
に
帰
属
さ
れ
る
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
考
え
方
に
し
ろ
（
二
五
）、「
個
人
抑
止
モ
デ
ル
」に
分
類
さ
れ
て
い
る
同
一
視
理
論
は
、
大
陸
法
系
の
法
人
実
在
説
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
英
米
流
の
法
人
実
在
説
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
つ
ま
り
、「
組
織
体
モ
デ
ル
」
と
の
違
い
は
紙
一
重
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
法
人
の
不
法
行
為
責
任
や
刑
事
責
任
の
根
拠
づ
け
に
関
し
て
議
論
が
出
尽
し
た
感
が
あ
る
現
在
、
被
害
者
の
救
済
と
か
、
法
人
犯
罪
の
抑
止
と
い
う
実
用
目
的
か
ら
一
歩
、
距
離
を
置
い
て
、
客
観
的
・
理
論
的
な
観
点
か
ら
、
法
人
の
不
法
行
為
能
力
や
犯
罪
行
為
能
力
に
つ
い
て
検
討
し
直
す
時
期
が
来
て
い
る
。
注（
一
七
）
同
旨
、
潮
見
・
注（
二
）三
七
二
頁
。
一
部
同
旨
、
森
島
・
注（
五
）三
三
頁
。
（
一
八
）
板
倉
・
注（
四
）二
〇
頁
以
下
・
四
三
頁
以
下
・
五
七
頁
以
下
・
七
五
頁
以
下
な
ど
、
藤
木
英
雄「
法
人
に
刑
事
責
任
が
あ
り
う
る
か
」季
刊
現
代
経
済
14
号（
一
九
七
四
年
）一
六
二
頁
以
下
、
同「
刑
法
案
内
・
刑
法
理
論
と
常
識
・
法
人
と
刑
法
」法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
六
二
号（
一
九
七
七
年
）五
六
頁
以
下
。
（
一
九
）
川
崎
友
巳
・
企
業
の
刑
事
責
任﹇
成
文
堂
・
二
〇
〇
四
年
﹈四
八
一
頁
以
下
。
（
二
〇
）
板
倉
説
・
藤
木
説
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
垣
口
・
注（
四
）阪
南
二
二
巻
三
号
一
七
頁
以
下
、
佐
伯
・
注（
四
）一
三
八
頁
以
下
・
一
五
一
頁
以
下
、
西
田
・
注（
一
〇
）基
本
法
学
2
二
七
八
頁
以
下
、
今
井
・
注（
一
四
）法
教
二
六
〇
号
七
六
頁
以
下
、
高
山
・
注（
一
四
）ジ
ュ
リ
一
二
二
八
号
七
三
頁
以
下
、
津
田
・
注（
一
四
）一
橋
三
巻
三
号
二
七
九
頁
、
同「
企
業
の
処
罰
可
能
性（
一
）」一
橋
法
学
三
巻
一
号（
二
〇
〇
四
年
）二
四
七
頁
以
下
、
樋
口
・
注（
一
五
）法
協
一
二
五
巻
一
二
号
九
四
頁
以
下
、
同「
法
人
処
罰
と
刑
法
理
論（
二
）」法
協
一
二
三
巻
四
号（
二
〇
〇
六
年
）六
七
頁
以
下
、
同「
法
人
の
処
罰
」西
田
典
之＝
山
口
厚＝
佐
伯
仁
志
編
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
・
刑
法
の
争
点（
二
〇
〇
七
年
）一
一
頁
、
同「
法
人
処
罰
」ジ
ュ
リ
ス
ト
一
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三
四
八
号（
二
〇
〇
八
年
）七
七
頁
以
下
、
米
田
泰
邦「
板
倉
宏『
企
業
体
と
刑
事
責
任
―
企
業
組
織
体
責
任
論
の
提
唱
』刑
法
雑
誌
一
九
巻
一
二
号
」法
律
時
報
四
六
巻
六
号（
一
九
七
四
年
）二
五
七
頁
以
下
、
庭
山
英
雄「
藤
木
英
雄『
企
業
災
害
と
過
失
犯
』㈠
㈡
㈢
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
七
八－
八
〇
号
、
同
『
公
害
犯
罪
の
問
題
点
』㈠
㈡
㈢
㈣
・
警
察
研
究
四
二
巻
七－
八
、
一
〇－
一
一
号
」法
時
四
六
巻
六
号
二
五
九
頁
以
下
、
中
野
次
雄「
業
務
主
処
罰
規
定
に
つ
い
て
の
覚
書
」早
稲
田
法
学
五
四
巻
一＝
二
合
併
号（
一
九
七
八
年
）一
〇
一
頁
以
下
、
三
井
誠「
法
人
処
罰
に
お
け
る
法
人
の
行
為
と
過
失
―
企
業
組
織
体
責
任
論
に
関
連
し
て
―
」刑
法
雑
誌
二
三
巻
一＝
二
合
併
号（
一
九
七
九
年
）一
四
四
頁
以
下
、
真
鍋
毅
・
現
代
刑
事
責
任
論
序
説﹇
法
律
文
化
社
・
一
九
八
三
年
﹈三
八
二
頁
以
下
、
大
谷
實「
法
人
処
罰
の
在
り
方
㈠
―
将
来
の
立
法
の
選
択
肢
―
」同
志
社
法
学
二
二
〇
号（
一
九
九
一
年
）
一
三
頁
以
下
、
京
藤
哲
久「
法
人
の
刑
事
責
任
―
序
論
的
考
察
―
」内
藤
謙
先
生
古
稀
祝
賀
・
刑
事
法
学
の
現
代
的
状
況﹇
有
斐
閣
・
一
九
九
四
年
﹈一
〇
二
頁
、
青
木
紀
博「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る『
法
人
責
任
』論
の
試
み
」産
大
法
学
三
〇
巻
三＝
四
合
併
号（
一
九
九
七
年
）二
七
頁
以
下
、
𠮷
岡
一
男「
企
業
の
犯
罪
と
責
任
」法
学
論
叢
一
四
〇
巻
五＝
六
合
併
号（
一
九
九
七
年
）七
七
頁
以
下
、
神
例
康
博「
法
人
処
罰
に
お
け
る
過
失
責
任
法
理
の
限
界
―
事
業
主
責
任
論
の
再
検
討
―
⑴
」松
山
大
学
論
集
一
三
巻
二
号（
二
〇
〇
一
年
）一
二
頁
以
下
。
川
崎
説
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
神
例
・
前
掲
松
山
論
集
一
三
巻
二
号
一
四
頁
以
下
、
同「
法
人
処
罰
に
お
け
る
過
失
責
任
法
理
の
限
界
―
事
業
主
責
任
論
の
再
検
討
―（
2
・
完
）」松
山
一
三
巻
三
号（
二
〇
〇
一
年
）二
一
頁
以
下
、
今
井
・
注（
一
四
）法
教
二
六
〇
号
七
五
頁
以
下
、
松
原
久
利「
法
人
の
刑
事
責
任
―
自
然
人
を
媒
介
と
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
―
」刑
法
雑
誌
四
一
巻
一
号（
二
〇
〇
一
年
）四
三
頁
以
下
、
斎
藤
豊
治「
川
崎
友
巳『
企
業
の
刑
事
責
任
』
（
成
文
堂
・
二
〇
〇
四
年
）」法
律
時
報
七
九
巻
五
号（
二
〇
〇
七
年
）一
〇
一
頁
。
（
二
一
）
同
旨
、
滝
澤
・
注（
三
）銀
行
法
務
21
七
二
四
号
五
一
頁
。
（
二
二
）
こ
れ
ら
の「
モ
デ
ル
」に
つ
い
て
は
、
川
崎
・
注（
七
）大
谷
傘
寿
三
七
七
頁
以
下
、
今
井
・
注（
一
四
）法
教
二
六
〇
号
七
四
頁
以
下
、
高
山
・
注
（
一
四
）ジ
ュ
リ
一
二
二
八
号
七
二
頁
以
下
、
樋
口
・
注（
一
五
）刑
雑
四
六
巻
二
号
二
一
頁
以
下
、
同
・
注（
一
五
）法
協
一
二
五
巻
一
二
号
七
四
頁
以
下
・
九
二
頁
以
下（
但
し
、「
個
人
モ
デ
ル
」で
は
な
く
、「
同
一
視
理
論
」と
い
う
表
現
を
使
用
）。
（
二
三
）
主
と
し
て
、
今
井
・
注（
一
四
）法
教
二
六
〇
号
七
四
頁
以
下
に
よ
る
。
（
二
四
）
高
山
・
注（
一
四
）ジ
ュ
リ
一
二
二
八
号
七
三
頁
。
（
二
五
）
沼
野
輝
彦「
両
罰
規
定
の
解
釈
―
法
人
の
犯
罪
能
力
を
肯
定
す
る
立
場
か
ら
の
試
論
―
」日
本
法
学
五
五
巻
一
号（
一
九
八
九
年
）一
〇
一
頁
以
下
・
一
一
四
頁
以
下
、
津
田
博
之「
企
業
の
処
罰
可
能
性（
2
）」一
橋
法
学
三
巻
二
号（
二
〇
〇
四
年
）二
四
二
頁
以
下
。
五
法
人
の
不
法
行
為
能
力
や
犯
罪
行
為
能
力
の
有
無
と
い
う
問
題
を
理
論
的
に
検
討
し
直
そ
う
と
す
る
と
き
に
、
ま
ず
思
い
つ
く
の
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は
、
法
人
擬
制
説
と
法
人
実
在
説
に
お
け
る
考
え
方
の
違
い
で
あ
ろ
う
。
両
説
の
違
い
は
、
法
人
処
罰
に
関
し
て
端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
。法
人
擬
制
説
の
代
表
者
と
さ
れ
て
い
る
サ
ヴ
ィ
ニ
イ
は
、
幾
つ
か
の
ド
イ
ツ
帝
国
の
法
律
は
騒
乱
、
盟
約
、
反
乱
計
画
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
帝
国
の
安
全
と
平
穏
に
対
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
だ
け
、
社
団
に
対
し
て
罰
金
と
、
自
由
ま
た
は
特
権
の
喪
失
と
い
う
刑
罰
威
嚇
が
向
け
ら
れ
る
が
、
社
団
一
般
の
刑
事
責
任
能
力
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
（
二
六
）。
法
人
の
処
罰
に
つ
い
て
、
サ
ヴ
ィ
ニ
イ
自
身
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、
明
確
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
法
人
処
罰
は
認
め
ら
れ
な
い
の
が
原
則
で
、
右
の
よ
う
な
場
合
に
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
法
人
実
在
説（
有
機
体
説
）を
代
表
す
る
ギ
ー
ル
ケ
は
法
人
処
罰
を
当
然
の
よ
う
に
認
め
た
だ
け
で
な
く
、
両
罰
方
式
の
提
唱
を
行
っ
て
い
る
（
二
七
）。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
法
人
実
在
説（
組
織
体
説
）の
代
表
的
な
支
持
者
で
あ
っ
た
松
本
烝
治
博
士
は
法
人
の
行
為
能
力
や
不
法
行
為
能
力
の
み
な
ら
ず
、
犯
罪
行
為
能
力
を
も
認
め
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
罰
金
刑
の
ほ
か
に
、
公
権
の
停
止
や
事
業
停
止
、
解
散
な
ど
の
新
し
い
刑
罰
の
提
案
を
さ
れ
て
い
た
（
二
八
）。
ギ
ー
ル
ケ
に
し
ろ
、
松
本
博
士
に
し
ろ
、
法
人
は「
ど
の
よ
う
に
し
て
」犯
罪
行
為
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
法
人
は
有
機
体
な
い
し
組
織
体
と
し
て
社
会
に
実
在
し
、
活
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
適
法
行
為
だ
け
で
な
く
、
違
法
行
為
を
も
行
い
得
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
有
機
体
な
り
組
織
体
の「
ど
の
」部
分
が
、「
い
か
な
る
権
限
に
基
づ
い
て
」行
動
し
た
場
合
に
、
そ
の
行
動
が「
な
ぜ
」法
人
の
行
為
と
さ
れ
、
法
人
の
不
法
行
為
や
犯
罪
行
為
と
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
な
い
こ
と
に
は
、
法
人
擬
制
説
や
法
人
否
認
説
を
支
持
す
る
人
々
を
説
得
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
因
に
、
法
人
の
行
為
や
犯
罪
行
為
能
力
を
否
定
す
る
見
解
の
中
に
は
、
法
人
は
倫
理
的
主
体
で
は
な
く
、
倫
理
的
非
難
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
法
人
に
は
受
刑
能
力
も
な
い
と
し
な
が
ら
、
行
政
刑
法
上
の
刑
罰
に
つ
い
て
は
、
例
外
的
に
受
刑
能
力
を
認
め
法人の不法行為と犯罪行為（一）
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る
説
が
あ
る
（
二
九
）。
一
般
刑
法
と
行
政
刑
法
を
明
確
に
区
別
し
た
上
で
、
刑
事
犯
と
行
政
犯
を
明
確
に
区
別
す
べ
き
も
の
な
の
か
ど
う
か
、
果
た
し
て
、
そ
の
よ
う
な
区
別
を
な
し
う
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
（
三
〇
）。
こ
の
問
題
は
扠
措
い
て
、
法
人
の
行
為
や
犯
罪
行
為
能
力
を
否
定
し
、
一
般
刑
法
の
犯
罪
に
つ
き
受
刑
能
力
を
否
定
し
て
お
き
な
が
ら
、
行
政
刑
法
上
の
犯
罪
に
つ
い
て
は
受
刑
能
力
を
認
め
る
の
は
、
論
理
が
一
貫
し
な
い
、
便
宜
主
義
の
発
想
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
（
三
一
）。
そ
し
て
、
本
稿
の
問
題
意
識
に
照
ら
し
て
、
右
の
福
田
説
が
何
よ
り
も
問
題
な
の
は
、
団
体
を
団
体
と
し
て
取
扱
わ
ず
に
、
個
人
の
関
係
に
解
消
し
て
処
理
す
る
法
人
擬
制
説
な
い
し
法
人
否
認
説
を
受
け
容
れ
て
い
る
（
三
二
）に
も
拘
わ
ら
ず
、「
法
人
と
機
関
と
の
関
係
」の
特
殊
性
を
持
出
し
て
、
機
関
の
行
為
に
つ
い
て
法
人
を
処
罰
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い
る
（
三
三
）点
で
あ
る
。
こ
の「
法
人
と
機
関
と
の
関
係
」を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
法
人
論
や
団
体
法
論
の
根
本
問
題
で
あ
り
、
こ
の
問
題
を
解
明
す
る
こ
と
は
法
人（
団
体
）の
意
思
や
行
為
・
行
為
能
力
、
そ
し
て
不
法
行
為
能
力
や
犯
罪
行
為
能
力
に
つ
い
て
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
人
擬
制
説
な
い
し
法
人
否
認
説
の
立
場
か
ら
、
法
人
の「
機
関
」と
い
う
概
念
を
用
い
て
、
機
関
の
行
為
を
法
人
の
行
為
と
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
こ
の
点
を
右
の
福
田
説
は
再
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
注（
二
六
）Savigny,System
des
heutigen
röm
ischen
R
echts,B
d,II,1840,S.322
f.
小
橋
一
郎
訳
・
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
・
現
代
ロ
ー
マ
法
大
系
第
二
巻
﹇
成
文
堂
・
一
九
九
六
年
﹈二
七
九
頁
以
下
。
（
二
七
）O
.v.G
ierke,D
ie
G
enossenschaftstheory
und
die
deutsches
R
echtsprechung,1887,S.743
ff.u.768f.
（
二
八
）
松
本
烝
治「
法
人
ノ
能
力
ヲ
論
ス
」法
学
志
林
七
巻
二
号（
一
九
〇
五
年
）一
三
頁
以
下
。
こ
の
ほ
か
に
、
法
人
実
在
説
に
依
拠
し
て
法
人
の
犯
罪
能
力
を
肯
定
し
た
説
に
つ
い
て
は
、
樋
口
亮
介「
法
人
処
罰
と
刑
法
理
論（
一
）」法
学
協
会
雑
誌
一
二
三
巻
三
号（
二
〇
〇
六
年
）八
三
頁
注（
11
）。
（
二
九
）
福
田
平
・
行
政
刑
法﹇
新
版
﹈﹇
有
斐
閣
・
一
九
七
八
年
﹈一
〇
二
頁
以
下
・
一
一
一
頁
以
下
。
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（
三
〇
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
板
倉
・
注（
四
）一
頁
以
下
、
同「
自
然
犯
・
法
定
犯
、
刑
事
犯
・
行
政
犯
、
伝
統
型
犯
罪
・
現
代
型
犯
罪
」前
掲
注（
一
〇
）藤
木＝
板
倉
編
・
争
点
二
一
頁
、
同「
行
政
刑
法
に
刑
法
総
則
の
例
外
を
ひ
ろ
く
認
め
る
べ
き
か
」前
掲
争
点
二
二
頁
。
な
お
、
船
山
泰
範「
行
政
犯
と
行
政
刑
法
」中
山
研
一
ほ
か
編
・
現
代
刑
法
講
座
第
一
巻﹇
成
文
堂
・
一
九
七
七
年
﹈二
五
九
頁
。
（
三
一
）
同
旨
、
佐
伯
・
注（
四
）一
三
七
頁
、
西
田
・
注（
一
〇
）基
本
法
学
2
二
七
四
頁
・
二
七
九
頁
以
下
、
京
藤
・
注（
二
〇
）内
藤
古
稀
九
〇
頁
、
沼
野
・
注（
二
五
）日
法
五
五
巻
一
号
九
三
頁
。
（
三
二
）
福
田
・
注（
二
九
）一
〇
四
頁
以
下
。
（
三
三
）
福
田
・
注（
二
九
）一
一
一
頁
以
下
。
六
法
人
の
不
法
行
為
能
力
や
犯
罪
行
為
能
力
の
問
題
は
、
不
法
行
為
論
や
犯
罪
論
と
関
連
し
て
お
り
、
法
人
論
や
団
体
法
論
の
枠
の
中
で
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
い
（
三
四
）。
そ
し
て
、
法
人
論
の
違
い
が
法
人
犯
罪
や
法
人
処
罰
の
認
否
に
直
結
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
法
人
実
在
説
が
有
力
な
ド
イ
ツ
に
お
い
て
法
人
犯
罪
を
否
定
し
、
法
人
擬
制
説
が
有
力
な
英
米
に
お
い
て
法
人
処
罰
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
（
三
五
）。
し
た
が
っ
て
、
法
人
学
説
の
相
違
は
法
人
を
処
罰
す
る
場
合
の
説
明
の
仕
方
を
異
に
す
る
に
す
ぎ
な
い
（
三
六
）、
と
い
う
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
一
般
法
人
法
七
八
条
・
一
九
七
条（
民
法
旧
四
四
条
一
項
に
相
当
）は
、
法
人
の
代
表
理
事
、
そ
の
他
の
代
表
者
が
、
そ
の
職
務
を
行
う
に
つ
い
て
第
三
者
に
加
え
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
法
人
に
も
負
わ
せ
て
い
る
が
、
法
人
実
在
説
に
立
つ
の
か
、
法
人
擬
制
説
な
い
し
法
人
否
認
説
に
立
つ
の
か
に
応
じ
て
、
本
条
の
理
解
の
仕
方
に
違
い
が
生
じ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
単
な
る
説
明
の
仕
方
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
（
三
七
）、
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
「
法
人
」を
自
然
人
以
外
の
権
利
・
義
務
の
主
体
と
し
て
、
表
面
的
な
理
解
を
す
る
こ
と
で
満
足
す
る
な
ら
ば
、
法
人
実
在
説
を
採
ろ
う
と
、
擬
制
説
や
否
認
説
を
採
ろ
う
と
、「
法
人
」の
説
明
の
仕
方
の
違
い
は
本
質
的
な
問
題
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
法
人
処
罰
や
法人の不法行為と犯罪行為（一）
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法
人
の
民
事
責
任
を
根
拠
づ
け
る
際
の
説
明
の
仕
方
の
違
い
は
、
大
し
た
問
題
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
法
人
擬
制
説
や
否
認
説
で
は
、
法
人
の
理
事
や
従
業
員
の
違
法
行
為
に
つ
き
法
人
が
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
の
は
代
位
責
任
と
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
刑
法
の
分
野
で
は
責
任
主
義
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、「
法
人
」を
表
面
的
に
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、
法
人
の
背
後
に
在
っ
て
活
動
し
て
い
る
団
体
・
事
業
体
に
ま
で
目
を
向
け
、
こ
の
団
体
・
事
業
体
が
構
成
員
と
は
別
個
・
独
自
の
意
思
や
行
為
能
力
を
有
し
、
し
た
が
っ
て
構
成
員
と
は
別
個
・
独
自
の
権
利
主
体
で
あ
り
、
構
成
員
と
は
別
個
・
独
自
の
義
務
や
責
任
を
負
担
す
る
主
体
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
な
ら
ば
、
民
法
旧
四
四
条
一
項（
現
・
一
般
法
人
法
七
八
条
・
一
九
七
条
）や
七
一
五
条
一
項
の
理
解
の
仕
方
も
変
る
で
あ
ろ
う
し
、
法
人
擬
制
説
や
否
認
説
が
表
面
的
な
見
方
し
か
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
因
に
、
刑
法
学
説
の
中
に
は
、
法
と
現
実
と
の
関
係
を
健
全
な
常
識
を
も
っ
て
把
握
し
よ
う
と
努
め
る
者
に
と
っ
て
、
法
人
組
織
体
自
身
の
犯
罪
能
力
を
肯
定
す
る
こ
と
は
、
も
は
や
自
明
の
理
と
い
っ
て
も
よ
い
程
で
あ
り
、
法
人
の
本
質
に
関
す
る
形
而
上
学
的
な
論
争
と
い
う
多
分
に
循
環
論
法
的
で
生
産
性
に
乏
し
い
段
階
を
脱
し
、
肯
定
論
の
内
実
化
の
局
面
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
（
三
八
）、
と
い
う
見
解
さ
え
主
張
さ
れ
て
い
た
。
法
人
論
と
い
う
次
元
で
議
論
を
し
て
も
何
ら
生
産
性
の
な
い
こ
と
は
、
御
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
人
の
背
後
に
実
在
し
て
い
る
団
体
・
事
業
体
の
内
部
構
造
を
理
論
的
に
分
析
し
な
い
こ
と
に
は
、
自
然
人
の
行
為
が「
な
ぜ
」「
ど
の
よ
う
に
し
て
」法
人
の
行
為
と
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
法
人
の
行
為
能
力
は
法
人
実
在
説
か
ら
は
容
易
に
認
め
う
る
と
か
、
法
人
内
部
の
組
織
に
よ
り
法
人
の
意
思
は
決
定
さ
れ
る
の
で
、
法
人
に
も
責
任
能
力
を
肯
定
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
刑
法
学
説
も
あ
る
（
三
九
）。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
簡
単
に
い
え
る
ほ
ど
、
法
人
実
在
説
は
法
人
の
背
後
に
実
在
し
て
い
る
団
体
・
事
業
体
の
内
部
構
造
を
分
析
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
法
人
の
背
後
に
実
在
し
、
社
会
的
活
動
を
し
て
い
る
団
体
・
事
業
体
の
内
部
構
造
を
理
論
的
に
分
析
し
た
上
で
、
法
人
の
行
為
能
力
や
責
任
能
力
を
理
論
的
に
基
礎
づ
け
て
お
か
な
い
と
、
企
業
責
任
を
追
及
す
る
場
合
に
、
法
人
を「
全
体
と
し
て
」捉
え
る
の
に
可
成
り
安
易
さ
が
見
受
け
ら
れ
、
法
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実
在
説
の
過
剰
な
論
理
を
戒
し
め
る
必
要
が
あ
る
と
批
判
さ
れ
る
（
四
〇
）こ
と
に
な
る
。
本
稿
の
サ
ブ
・
タ
イ
ト
ル
と
し
て「
そ
の
背
後
に
在
る
事
業
体
を
直
視
す
る
必
要
性
」と
記
し
た
所
以
で
あ
る
。
注（
三
四
）
法
人
の
犯
罪
能
力
に
関
し
て
同
旨
、
八
木
・
注（
一
〇
）九
一
頁
、
金
沢
・
注（
一
〇
）続
学
説
展
望
一
四
八
頁
、
福
田
・
注（
二
九
）一
〇
一
頁
、
林
良
平
編
・
注
釈
民
法
⑵﹇
有
斐
閣
・
一
九
七
四
年
﹈一
七
四
頁﹇
前
田
達
明
﹈、
林
良
平＝
前
田
達
明
編
・
新
版
注
釈
民
法
⑵﹇
有
斐
閣
・
一
九
九
一
年
﹈三
二
四
頁﹇
前
田
達
明＝
窪
田
充
見
﹈。
（
三
五
）
法
人
処
罰
に
関
す
る
英
米
と
ド
イ
ツ
の
学
説
・
判
例
に
つ
い
て
は
、
川
崎
・
注（
一
九
）八
五
頁
以
下
、
津
田
・
注（
二
五
）一
橋
三
巻
二
号
二
三
五
頁
以
下
、
松
原
久
利
／
川
本
哲
郎
／
奥
村
正
雄
／
川
崎
友
巳「
諸
外
国
に
お
け
る
法
人
処
罰
の
動
向
―
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
―
」刑
法
雑
誌
四
一
巻
一
号（
二
〇
〇
一
年
）五
頁
以
下
、
樋
口
亮
介「
法
人
処
罰
と
刑
法
理
論（
三
）（
四
）（
五
）」法
学
協
会
雑
誌
一
二
五
巻
七
号（
二
〇
〇
八
年
）三
頁
以
下
・
一
〇
号（
二
〇
〇
八
年
）三
頁
以
下
・
一
一
号（
二
〇
〇
八
年
）二
頁
以
下
。
な
お
、
金
沢
・
注（
一
〇
）続
学
説
展
望
一
四
八
頁
は
、
大
陸
法（
と
く
に
ド
イ
ツ
法
）と
英
米
法
に
お
け
る
法
人
処
罰
に
関
す
る
違
い
は
、
両
法
体
系
に
お
け
る
刑
法
観
の
相
違
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
。
犯
罪
は
自
由
意
思
を
有
す
る
倫
理
的
主
体
で
あ
る
自
然
人
の
み
が
犯
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
論
理
的
体
系
を
重
視
す
る
ド
イ
ツ
刑
法
学
に
対
し
て
、
英
米
法
は
法
人
の
違
法
行
為
に
プ
ラ
グ
マ
チ
ッ
ク
に
対
応
し
て
い
る
と
い
う
違
い
が
、
法
人
の
犯
罪
能
力
の
有
無
と
い
う
前
提
問
題
を
重
視
す
る
か
否
か
の
違
い
と
な
っ
て
表
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。
（
三
六
）
浅
田
和
茂「
法
人
の
犯
罪
と
そ
の
処
罰
」神
山
敏
雄
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
第
二
巻
・
経
済
刑
法﹇
成
文
堂
・
二
〇
〇
六
年
﹈四
四
頁
。
（
三
七
）
中
舎
・
注（
二
）四
四
一
頁（
但
し
、
四
四
四
頁
以
下
は
、
法
人
な
い
し
企
業
の
不
法
行
為
を
認
め
る
説
に
与
さ
れ
る
）。
民
法
旧
四
四
条
一
項
に
関
し
て
同
旨
、
幾
代（
徳
本
）・
注（
二
）二
一
六
頁
注（
1
）・
二
二
二
頁
注（
7
）（
但
し
、
二
一
九
頁
以
下
は
、
企
業
そ
れ
自
体
の
七
〇
九
条
責
任
を
認
め
ら
れ
る
）。
（
三
八
）
沼
野
・
注（
二
五
）日
法
五
五
巻
一
号
九
〇
頁
以
下
。
（
三
九
）
今
井
・
注（
一
四
）法
教
二
六
〇
号
七
三
頁
以
下
。
（
四
〇
）
真
鍋
毅＝
相
本
宏「
訳
・
ウ
ェ
ル
シ
ュ『
法
人
の
刑
事
責
任
』」佐
賀
大
学
経
済
論
集
一
二
巻
一
号（
一
九
八
〇
年
）一
〇
六
頁
。
七
公
害
や
食
品
公
害
・
薬
害
な
ど
を
契
機
に
し
て
、「
企
業
の
社
会
的
責
任
」が
追
及
さ
れ
、
民
法
七
〇
九
条
に
基
づ
く
法
人
の
不
法
行
為
責
任
や
、
両
罰
規
定
に
よ
ら
な
い
、
法
人
自
身
の
犯
罪
行
為
に
対
す
る
処
罰
が
問
題
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
当
初
は
、
主
と
し
法人の不法行為と犯罪行為（一）
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て
大
企
業
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
刑
法
学
の
分
野
で
は
企
業
組
織
体
と
し
て
の
過
失
責
任
を
問
う
新
し
い
学
説（
藤
木
説
・
板
倉
説
）が
登
場
し
た
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
行
為
の
主
体
や
処
罰
の
対
象
は
法
人
な
の
か
、
企
業
組
織
体
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
四
一
）。
さ
ら
に
、
法
人
格
の
な
い
団
体
の
取
扱
い
が
問
題
に
さ
れ
た
（
四
二
）。
要
す
る
に
、
法
人
と
企
業
組
織
体
と
の
区
別
・
連
関
性（
異
質
性
と
同
質
性
）の
問
題
で
あ
る
。
法
人
格
な
き
団
体
も
対
象
に
含
ま
れ
る
と
す
る
見
解
（
四
三
）も
あ
れ
ば
、
法
人
格
の
な
い
団
体（
組
合
や
権
利
能
力
な
き
社
団
）、
さ
ら
に
人
的
要
素
を
含
ま
な
い
財
団
法
人
は
周
辺
的
な
論
点
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
見
解
（
四
四
）が
あ
り
、
混
乱
状
態
に
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
民
法
学
に
お
け
る「
権
利
能
力
な
き
社
団
・
財
団
」に
関
す
る
判
例
・
学
説
が
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
法
人
と
企
業
組
織
体
の
区
別
・
連
関
性
に
つ
い
て
は
、
私
法
学
の
研
究
は
十
分
で
は
な
い
。
と
い
う
よ
り
も
、
こ
の
よ
う
な
角
度
か
ら
研
究
し
よ
う
と
す
る
問
題
意
識
は
持
た
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
合
手
組
合（
合
名
会
社
）や
社
団（
株
式
会
社
）・
財
団
の
内
部
構
造
を
理
論
的
に
分
析
し
た
上
で
、
法
人
で
な
い
団
体
と
法
人
団
体
の
違
い
を
認
識
し
、
法
人
の
機
能
を
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。
刑
法
学
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
団
体
や
法
人
の
理
解
が
民
法
学
の
水
準
以
下
で
良
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
法
人
や
企
業
組
織
体
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
板
倉
博
士
の
捉
え
方
で
は
、
常
識
的
で
感
覚
的
・
表
面
的
な
理
解
に
止
ま
り
、
理
論
的
に
十
分
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
つ
ま
り
、
板
倉
博
士
は
法
人
が
個
々
の
構
成
員
を
越
え
た
社
会
的
実
在
で
あ
り
、
そ
の
組
織
体
と
し
て
の
活
動
が
あ
る
こ
と
は
前
法
律
的
な
社
会
的
現
実
で
あ
り
、
法
人
な
ど
の
企
業
体
の
組
織
活
動
を
担
う
自
然
人
の
行
為
は
同
時
に
法
人
な
ど
の
企
業
体
自
体
の
行
為
の
一
駒
と
見
る
の
が
前
法
律
的
な
社
会
通
念
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
法
人
な
ど
の
企
業
体
は
機
関
活
動
を
通
じ
て
法
律
的
に
法
人
と
し
て
の
意
思
を
決
定
し
う
る
だ
け
で
な
く
、
前
法
律
的
に
も
企
業
組
織
体
と
し
て
の
意
思
形
成
を
な
し
う
る
と
さ
れ
る
（
四
五
）。
し
か
し
、
前
法
律
的
な
社
会
的
現
実
や
社
会
的
通
念
を
強
調
す
る
だ
け
で
は
、
法
人
と
企
業
組
織
体
と
の
区
別
・
連
関
性
は
明
ら
か
で
は
な
い
し
、
法
人
、
あ
る
い
は
企
業
組
織
体
を
構
成
す
る「
ど
の
」部
分
の
意
思
決
定
や
行
為
が
法
人
、
あ
る
い
は
企
業
組
織
体
の
意
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思
と
さ
れ
、
行
為
と
さ
れ
る
の
か
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
板
倉
説
に
は
、
こ
の
よ
う
な
難
点
が
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
法
人
処
罰
に
刑
法
理
論
上
の
正
当
性
を
与
え
る
た
め
に
は
、
刑
法
理
論
に
お
け
る
行
為
や
故
意
・
過
失
と
い
う
概
念
の
内
容
を
明
晰
に
認
識
し
た
上
で
、
法
人
の
処
罰
要
件
を
考
察
す
る
と
い
う
態
度
を
採
る
べ
き
で
あ
り
、
刑
法
理
論
以
外
の
知
見
や
社
会
認
識
に
直
感
的
に
依
存
し
て
、
こ
れ
を
直
接
的
に
法
人
処
罰
の
理
論
構
想
に
流
入
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
（
四
六
）、
と
い
う
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
社
会
通
念
に
依
拠
す
る
こ
と
に
対
す
る
批
判
は
正
当
で
あ
る
が
、
刑
法
理
論
以
外
の
知
見
を
流
入
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
の
で
は
、
刑
法
モ
ン
ロ
ー
主
義
に
陥
る
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
法
人
、
あ
る
い
は
企
業
組
織
体
の
犯
罪
行
為
能
力
を
理
論
的
に
根
拠
づ
け
る
た
め
に
は
、
民
法
学
に
お
け
る
法
人
な
い
し
企
業
の
不
法
行
為
能
力
の
理
論
的
根
拠
づ
け
作
業
と
協
働
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
私
法
学
に
お
け
る
企
業
組
織
体（
合
手
組
合
・
社
団
）の
内
部
構
造
の
分
析
作
業
が
先
行
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
因
に
、
刑
法
学
説
の
中
に
は
、「
個
人
の
集
合
体
と
し
て
組
織
化
さ
れ
て
い
る
法
人
」と
い
う
捉
え
方
を
す
る
説
（
四
七
）が
あ
る
。
し
か
し
、
「
個
人
の
集
合
体
」と「
組
織
体
」が
同
一
物
な
の
か
否
か
と
い
う
こ
と
が
、
先
ず
問
題
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、「
個
人
の
集
合
」と
い
う
表
現
は
法
人
擬
制
説
な
い
し
否
認
説
を
想
起
さ
せ
、「
組
織
体
」と
い
う
表
現
は
法
人
実
在
説
を
想
起
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
組
合
や
社
団
は「
個
人
の
集
合
体
」に
す
ぎ
な
い
の
か
、「
個
人
の
組
織
体
」な
の
か
と
い
う
、
団
体
法
理
論
に
と
っ
て
根
本
的
な
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
法
人
な
い
し
企
業
組
織
体
の
不
法
行
為
能
力
や
犯
罪
行
為
能
力
の
有
無
を
理
論
的
に
解
明
す
る
際
の
第
一
歩
と
な
る
。
注（
四
一
）
中
野
・
注（
二
〇
）早
法
五
四
巻
一＝
二
合
併
号
九
九
頁
以
下
、
京
藤
・
注（
二
〇
）内
藤
古
稀
九
六
頁
以
下
、
吉
岡
・
注（
二
〇
）法
叢
一
四
〇
巻
五＝
六
合
併
号
七
七
頁
以
下
・
八
三
頁
・
一
〇
二
頁
。
（
四
二
）
高
山
・
注（
一
四
）ジ
ュ
リ
一
二
二
八
号
七
三
頁
、
福
田
・
注（
二
九
）一
二
〇
頁
以
下
。
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（
四
三
）
樋
口
・
注（
一
五
）刑
雑
四
六
巻
二
号
二
五
頁
。
（
四
四
）
京
藤
・
注（
二
〇
）内
藤
古
稀
九
五
頁
。
（
四
五
）
板
倉
・
注（
四
）二
三
頁
。
な
お
、
八
〇
頁
以
下
。
（
四
六
）
樋
口
・
注（
二
〇
）ジ
ュ
リ
一
三
四
八
号
七
八
頁
以
下
、
同
・
注（
二
〇
）法
協
一
二
三
巻
四
号
六
六
頁
、
同
・
注（
二
〇
）争
点
一
一
頁
。
な
お
、
樋
口
・
注（
一
五
）刑
雑
四
六
巻
二
号
一
七
頁
。
（
四
七
）
今
井
・
注（
一
四
）法
教
二
六
〇
号
七
四
頁
。
八
民
法
学
の
分
野
に
お
い
て
も
、「
法
人
の
不
法
行
為
責
任
」と
か「
企
業
の
不
法
行
為
責
任
」と
い
う
表
現
が
な
さ
れ
て
お
り
、
用
語
の
使
い
方
に
統
一
性
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
法
人
と
企
業
を
同
一
視
し
て
い
る
の
か
、
両
者
を
区
別
し
て
い
る
の
か
、
明
ら
か
で
は
な
い
が
、「
企
業
」と
い
う
概
念
は
明
確
で
は
な
い
の
で
、「
法
人
の
不
法
行
為
」と
い
う
表
現
を
選
ぶ（
べ
き
だ
と
す
る
）見
解
が
あ
る
（
四
八
）。
商
法
は
企
業
に
関
す
る
特
別
私
法
で
あ
る
と
し
て
、
民
法
に
対
す
る
相
対
的
独
自
性
を
説
く
商
法＝
企
業
法
説
が
、
商
法
学
の
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る「
企
業
」概
念
は
、
経
済
学
や
経
営
学
の
企
業
概
念
を
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
借
り
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
法
律
学
に
固
有
の
企
業
概
念
を
作
り
上
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
（
四
九
）。
つ
ま
り
、
企
業
を
経
済
現
象
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
法
現
象
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
に
相
応
し
い
法
的
概
念
と
し
て
の
企
業
概
念
を
作
り
出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
（
五
〇
）。
し
か
も
、「
企
業
は
営
利
を
追
求
す
る
事
業
体
で
あ
る
」と
い
う
程
度
の
経
済（
経
営
）学
の
捉
え
方
で
は
、
法
現
象
と
し
て
の
営
業
譲
渡
と
会
社
の
合
併
の
違
い
（
五
一
）や
、
合
名
会
社
と
株
式
会
社
の
法
的
構
造
の
違
い
、
そ
し
て
合
名
会
社
社
員
の
持
分
と
株
式
の
違
い
（
五
二
）な
ど
を
、
法
的
概
念
と
し
て
の
企
業
概
念
に
即
し
て
説
明
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
経
営
学
の
企
業
形
態
論
な
ど
と
代
り
映
え
の
し
な
い
説
明
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
商
法
学
に
お
け
る「
企
業
」概
念
が
、
こ
の
程
度
の
も
の
に
す
ぎ
ず
、
法
現
象
の
解
明
に
役
立
つ
よ
う
な
明
確
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、「
法
人
」と
い
う
概
念
を
用
い
た
と
こ
ろ
で
、
会
社
を
め
ぐ
る
法
現
象
を
解
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
会
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社
の
業
務
に
関
連
し
て
発
生
す
る
不
法
行
為
や
犯
罪
行
為
の
責
任
を
会
社
に
帰
す
る
根
拠
を
法
理
論
的
に
明
ら
か
に
出
来
る
わ
け
で
は
な
い
。
法
人
の
不
法
行
為
・
犯
罪
行
為
で
あ
れ
、
会
社
の
不
法
行
為
・
犯
罪
行
為
で
あ
れ
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
現
実
に
行
っ
て
い
る
の
は
自
然
人
で
あ
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
自
然
人
の
行
為
の
責
任
を
法
人
な
い
し
会
社
に
帰
属
さ
せ
る
根
拠
を
法
理
論
と
し
て
解
明
す
る
た
め
に
は
、
法
人
事
業
体
で
あ
る
会
社
か
ら
法
人
格
と
い
う
表
皮
を
剥
ぎ
取
っ
て
、
裸
の
事
業
体
の
内
部
構
造
に
法
律
学
に
固
有
の
観
点
か
ら
迫
り
、
事
業
体
は
自
然
人
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
自
然
人
と
は
別
個
・
独
自
の
意
思
を
持
ち
、
別
個
・
独
自
の
行
為
を
な
し
得
る
存
在
な
の
か
否
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
事
業
体
を
担
っ
て
い
る
者
の
中
の
、「
誰
の
」「
ど
の
よ
う
な
」意
思
や
行
為
が
事
業
体
の
意
思
や
行
為
と
し
て
法
的
に
評
価
さ
れ
、
そ
・
・
の
行
為
に
つ
き
事
業
体
の
法
的
責
任
が
問
わ
れ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
法
人
な
い
し
企
業
の
不
法
行
為
責
任
・
刑
事
・
・
・
・
・
・
責
任
と
不
法
行
為
能
力
・
犯
罪
行
為
能
力
を
混
同
し
、
両
者
の
違
い
を
等
閑
視
す
る
こ
と
か
ら
脱
却
し
て
、
後
者
か
ら
前
者
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
注（
四
八
）
前
田（
太
）・
注（
二
）早
誌
五
九
巻
一
号
四
五
八
頁
以
下
。
な
お
、
幾
代（
徳
本
）・
注（
二
）二
一
九
頁
も
、
民
法
七
一
七
条
を
類
推
適
用
し
て
企
業
組
織
体
の「
瑕
疵
」を
問
わ
ん
と
す
る
理
論
構
成
に
対
し
て
、「
企
業
」概
念
が
曖
昧
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
企
業
そ
れ
自
体
の
民
法
七
〇
九
条
に
よ
る
不
法
行
為
責
任
を
問
題
に
す
る
構
成
の
方
が
無
理
が
な
い
と
さ
れ
る
。
（
四
九
）
拙
稿「
法
律
学
か
ら
見
た『
企
業
』の
内
部
構
造
―
株
式
会
社
の
法
的
構
造
㈡
―
」佐
賀
大
学
経
済
論
集
一
二
巻
三
号（
一
九
八
〇
年
）三
頁
以
下
。
（
五
〇
）
こ
の
点
は
、「
貨
幣
」な
い
し「
金
銭
」を「
価
値
」と
い
う
経
済
的
な
概
念
で
説
明
す
る
に
止
り
、
法
律
学
に
固
有
の
概
念
を
作
り
出
し
て
、
法
現
象
と
し
て
の
貨
幣
を
法
律
学
に
固
有
の
観
点
か
ら
捉
え
よ
う
と
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿「
法
律
学
か
ら
見
た『
貨
幣
と
は
何
か
』（
一
）〜（
四
・
完
）―『
お
か
ね
』の
法
理
論
的
考
察
―
」佐
賀
四
八
巻
六
号
〜
四
九
巻
三
号（
二
〇
一
六
年
）。
（
五
一
）
拙
稿「
会
社
の
合
併
と
は
、
ど
の
よ
う
な
法
現
象
か（
一
）〜（
四
・
完
）―
株
式
会
社
の
法
的
構
造（
八
）―
」佐
賀
三
四
巻
四
号
〜
六
号
、
三
五
巻
一
号（
二
〇
〇
一
〜
〇
二
年
）。
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（
五
二
）
拙
稿「
新
会
社
法
の
持
分
会
社
に
関
す
る
幾
つ
か
の
疑
問（
上
）（
中
）（
下
）」佐
賀
四
〇
巻
四
〜
六
号（
二
〇
〇
八
年
）、
同「
株
主
の
法
的
地
位
と
株
式
・
株
券（
一
）〜（
四
・
完
）―
電
子
化
さ
れ
る
株
券
と
は
何
だ
っ
た
の
か
―
」佐
賀
四
一
巻
五
号
・
六
号
、
四
二
巻
一
号
・
二
号（
二
〇
〇
九
年
）。
九
そ
こ
で
、
本
稿
は
前
掲
注（
四
九
）の
拙
稿
で
試
み
た「
法
現
象
と
し
て
の
企
業
の
内
部
構
造
」を
解
明
し
た
成
果
を
応
用
し
て
、
企
業
の
不
法
行
為
能
力
・
犯
罪
行
為
能
力
と
不
法
行
為
責
任
・
刑
事
責
任
の
問
題
に
取
組
む
こ
と
に
す
る
。
第
二
章
で
は
、
私
の
企
業
構
造
論
を
要
約
し
た
後
、
右
の
企
業
構
造
論
を
踏
ま
え
て
展
開
し
た
（
五
三
）合
手
組
合
論
・
合
名
会
社
論
や
社
団
論
・
株
式
会
社
論
、
財
団
論
を
要
約
す
る
と
と
も
に
、
法
人
で
な
い
合
手
組
合
や
社
団
、
財
団
と
い
え
ど
も
、
出
資
者
・
出
捐
者
個
人
や
機
関
構
成
員
個
人
と
は
別
個
・
独
自
の
存
在
で
あ
り
、
別
個
・
独
自
の
権
利
・
義
務
の
主
体
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
上
で
、
法
人
と
い
う
制
度
の
機
能
を
見
直
す
。
な
お
、
第
二
章
以
後
は「
企
業
」と
い
う
表
現
で
は
な
く
、「
事
業
体
」と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、「
企
業
」と
い
う
表
現
は
営
利
事
業
体
の
み
を
指
し
、
非
営
利
事
業
体
を
含
ま
な
い
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
の
で
、
こ
れ
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。
第
三
章
と
第
四
章
で
は
、
第
二
章
で
整
理
し
た
合
手
組
合（
合
名
会
社
）と
社
団（
株
式
会
社
）の
区
別
を
前
提
に
し
て
、
合
手
組
合
と
社
団
の
不
法
行
為
・
犯
罪
行
為
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
第
三
章
の
記
述
は
既
に
発
表
し
た
論
稿
（
五
三
ａ
）の
要
約
と
補
正
で
あ
る
が
、
第
四
章
は
私
が
、
こ
れ
ま
で
に
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
の
な
い
未
知
の
分
野
へ
の
挑
戦
で
あ
り
、
私
の
団
体
法
論
に
欠
け
て
い
る
重
要
な
部
分
を
補
充
す
る
試
み
で
あ
る
。
刑
法
学
に
全
く
の
素
人
が
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
取
組
む
こ
と
は
、
刑
法
学
の
専
門
家
か
ら
見
れ
ば
、
無
謀
な
試
み
で
あ
り
、
誤
解
に
基
づ
く
的
外
れ
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
刑
法
学
者
が
触
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
団
体
の
内
部
構
造
の
分
析
を
根
底
に
据
え
て
、「
法
人
の
犯
罪
行
為
能
力
」に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
は
、
刑
法
学
者
が
求
め
て
い
る
学
際
的
研
究
（
五
四
）の
一
つ
の
例
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
の
よ
う
な
作
業
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
刑
法
理
論
に
お
け
る
最
も
暗
黒
の
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
あ
る
（
五
五
）」
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と
さ
れ
て
い
る
法
人
固
有
の
刑
事
責
任
の
問
題
に
微
光
を
当
て
、
あ
る
い
は
法
人
犯
罪
を
論
じ
る
こ
と
で
法
人
の
不
法
行
為
論
に
新
し
い
視
角
を
も
た
ら
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
意
義
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
注（
五
三
）
合
手
組
合
・
合
名
会
社
に
つ
い
て
は
、
拙
著
・
企
業
と
団
体
の
基
礎
法
理﹇
成
文
堂
・
一
九
八
九
年
﹈。
社
団
・
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
、
拙
著
・
社
団
法
人（
株
式
会
社
）の
法
的
構
造
―
企
業
と
団
体
の
基
礎
法
理
Ⅱ﹇
成
文
堂
・
二
〇
〇
四
年
﹈。
な
お
、
複
数
の
出
資
者
が
単
一
の
事
業
体
を
形
成
し
て
共
同
事
業
を
営
む
合
手
組
合
の
所
有
形
態
の
特
性
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
合
有
と
一
般
の
共
有
と
の
違
い
を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
著
・
財
産
法
に
お
け
る
権
利
の
構
造
―
共
有
と
合
有﹇
成
文
堂
・
一
九
九
六
年
﹈。
（
五
三
ａ
）
拙
著
・
注（
五
三
）社
団
法
人
三
二
四
頁
以
下
。
（
五
四
）
板
倉
・
注（
四
）五
六
頁
、
三
井
・
注（
二
〇
）刑
雑
二
三
巻
一＝
二
合
併
号
一
五
四
頁
、
井
田
良「
ド
イ
ツ
刑
法
の
現
状
と
比
較
―
刑
法
研
究
の
今
日
的
意
義
」ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
四
八
号（
二
〇
〇
八
年
）一
七
四
頁
。
因
に
、
前
田
達
明
・
不
法
行
為
帰
責
論﹇
創
文
社
・
一
九
七
八
年
﹈は
し
が
き
三
頁
、
同
・
民
法
Ⅵ2（
不
法
行
為
）﹇
青
林
書
院
・
一
九
八
〇
年
﹈二
〇
頁
は
、
不
法
行
為
に
お
け
る
行
為
概
念
に
刑
法
学
の
目
的
的
行
為
論
を
応
用
す
る
旨
を
記
さ
れ
て
い
る
が
、
団
体
の「
行
為
」を
認
め
る
点
な
ど
は
、
刑
法
学
の
目
的
的
行
為
論
と
全
く
同
一
と
い
う
わ
け
で
は
な
い（
前
田
・
民
法
Ⅵ2
二
五
頁
）。
と
は
い
え
、
民
法
七
一
九
条
の
共
同
不
法
行
為
に
関
し
て
、
刑
法
の
共
犯
理
論
に
類
比
し
て
説
明
さ
れ
る
点（
帰
責
論
二
九
二
頁
以
下
、
民
法
Ⅵ2
一
八
一
頁
）に
対
し
、
伊
藤
瑩
子「
共
同
不
法
行
為
に
お
け
る
関
連
共
同
性
と
因
果
関
係
」ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
・
総
合
特
集
・
交
通
事
故‐
実
態
と
法
理（
一
九
七
七
年
）一
〇
二
頁
は
、
刑
事
上
の
責
任
と
民
事
上
の
責
任
と
で
は
違
い
が
あ
る
と
批
判
さ
れ
る
。
な
お
、
刑
法
学
の
目
的
的
行
為
論
の
成
果
を
民
法
学
に
応
用
し
よ
う
と
し
た
、
ド
イ
ツ
の
民
法
学
者
ニ
ッ
パ
ー
ダ
イ
の
試
み
と
、
そ
れ
に
対
す
る
ド
イ
ツ
法
曹
界
の
反
応
に
関
し
て
、
薮
重
夫「
現
代
刑
法（
目
的
的
行
為
論
）と
民
法
に
お
け
る
違
法
・
責
任
理
論
」法
学
政
治
学
論
集
・
北
海
道
大
学
法
学
部
十
周
年
記
念﹇
有
斐
閣
・
一
九
六
〇
年
﹈八
四
頁
以
下
。
（
五
五
）
佐
伯
・
注（
四
）五
六
頁
。
﹇
未
完
﹈
法人の不法行為と犯罪行為（一）
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